
 

 

 

 

 

 

 

《令和 3年度 第 68回入学式を挙行いたしました》 

 朝から青空が広がり心地よい陽気の中、72 名の新入生を迎え、第 68 回

入学式を挙行いたしました。阿久津の式辞を掲載いたします。 

「（前文、挨拶等略）新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。今

日から歴史と伝統ある堀船中学校の 1 年生です。 

さて、少し先の未来、みなさんが大人になる頃のことを考えてみましょう。

これから日本は、情報社会がさらに進んでいきます。AI やロボットを活用し

たグローバル社会が今以上に当たり前になり、必要な人やモノに「誰もが」

「すぐに」繋がる時代が到来します。そんな近未来で掲げられる「目標」を、みなさんは知っていますか。実は、国

連サミットで採択された SDGs において既に示されているのです。SDGs では 2030 年までに達成すべき持続可能

な 17 の開発目標が掲げられ、「地球上の誰一人として取り残されない社会」を目指すとしています。つまり、みな

さんが大人になる頃は、AI やロボットの時代である一方で、それをコントロールする人間の、正しさや美しさを判断

する力、思いやりの心が一層大切になる時代でもあるのです。そんな未来社会を支える一員となるのが、みなさんな

のです。堀船中学校で過ごす 3 年間は、感受性や創造性を豊かにし、知識・技能を身につけ、それをどう活用するの

か、自分の人生や社会にどう生かしていくかを学んで欲しいと思います。 

これからみなさんに、堀船中学校で意識しながら生活して欲しいことを話します。将来、みなさんがたくましく生

き抜いていくためには、次の 3 つのことが大切であると考えます。 

第１は「自分の想いや考えをしっかり持つ」ということです。「中学校で何がしたいか」という意識を常に持ち、

自分らしさを大切にしてください。想いにはエネルギーがあり、行動の原動力となります。第２は「自分も相手も大

切にする」ということです。自分の命、存在を大切にするとともに、相手を思いやり、尊重することも忘れないでく

ださい。自分も他人もかけがえのない存在なのです。第３は「挑戦する」ということです。失敗を恐れずチャレンジ

し、たとえ失敗してもそこから学んでください。大切なのは失敗しないことではなく、挑戦することです。 

堀船中学校に入学するみなさんは、今紹介した 3 つのことを常に意識しながら、自分を大切にし、仲間と共に己を

磨き、成長させていってください。実りある中学校生活になることを心から期待しています。（以下略） 

《3 組 対面式がおこなわれました》                

新 1 年生 2 名に 2 年生の先輩から歓迎の言葉をいただきました。２人の２年生

は、とても頼り甲斐があり、新１年生も安心して学校生活を送れると思います。4

名のみなさんが大変立派な態度で式に臨んでくれたので、短い時間ではありまし

たが、心温まる素敵な対面式となりました。 

《祝 野球部 北区春季大会優勝》 

4 月 24 日（土）午後 1 時 30 分より、新荒川大橋野球場で、北区野球春季大

会決勝戦が行われました。堀船中は、稲付中に 2 対 1 で勝ち、見事優勝することができました。おめでとうござい

ます。堀船中・東京成徳連合チームでの練習がコロナ禍の中で思うようにできなかったにも関わらず、チームワーク

がとても良く、野球部のみなさんの勝利を勝ち取ろうとする意気込みを強く感じました。本当に素晴らしい試合でし

た。これからも頑張ってください。 

《緊急事態宣言に伴う学校行事等の対応について》 

4 月 23 日に発令されました緊急事態宣言により、やむを得ず学校行事等を変更・中止する場合には、文書、ホー

ムページ、メール配信等で随時お知らせいたしますので、ご理解・ご協力のほど何とぞお願いいたします。 
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栄一が語る西郷隆盛と勝海舟 

 

右は、明治新政府代表・西郷隆盛と旧幕府代表・勝海舟の会見の場面、いわゆる「江戸城無血開城」

の画像です。幕末を語る際には欠かせない両雄も、実は栄一とのつながりを持っています。 

 維新三傑としての偉業のほか、その器量の大きさを伝える逸話が多く残る西郷ですが、栄一もまた

彼の人間性に魅せられた一人だったようです。栄一の自伝『雨夜譚(あまよがたり)』には、次のよう

なことが書いてあります。 

「私が西郷隆盛とはじめて会ったのは、郷里を出て立派な武士気取りで京都をうろついている頃で

あった。その頃、西郷は同じ京都の相国寺に宿をとっていた。西郷は、一介の書生に過ぎない私にも

快く会ってくれた上に、攘夷を語り、あるいは藩政改革を語り、さらに幕政整理を論じた

りして、学ぶことが多かった。西郷は、『お前はなかなか面白い男じゃ。志を高く持って

いて感心な心がけである。今後も時々遊びに来るがよい』と言われた。このような訳でその後も数度訪

問したことがあるが、西郷は本当にさっぱりした態度で、いつでも親切に話してくれた。ときには『今

晩豚の肉を煮るから、一つ晩飯を食べて行かないか』などと勧めてくれて、同じ豚鍋に箸を入れて食事

をともにしたこともあった」 

栄一が一橋家に仕えるようになってからも両者の親交は続き、栄一は、時折西郷を訪問しては様々な

意見を聴いたようです。西郷は、徳川慶喜を評して「あれほどの人物は諸侯中にいないが、残念なこと

は決断力を欠いておられる。おぬしから上の者に話して、慶喜公の決断力がつくようにするとよい。そ

うすれば、幕府を倒さなくても、慶喜公を頭として大藩の諸侯を集めて統率すれば、幕府を今のまま

にしておいても政治は行える」と語り、栄一に助言したといいます。 

時が変わり明治になると、西郷は「参議」という、明治政府の中でも大変高い地位についていまし

た。しかし西郷は一切おごることなく、財政についての質問や頼みごとをするために栄一の家を訪ねてきたそうです。このように

西郷は、栄一の力量を認めた上で、その関係を生涯大切にし、自らの立場によって体裁を取り繕ったりしない自然体の人でした。 

しかし明治 10（1877）年、西南戦争が勃発すると、西郷は自刃しました。栄一は「西郷翁は、他人への仁愛が過ぎて、過失に

陥る傾向があらせられた御仁だった。一身を同志の仲間に犠牲として与えられた結果、明治十年の乱

（西南戦争）となった」と記し、尊敬する西郷の死を悼んでいます。 

勝海舟は、咸臨丸（かんりんまる）という蒸気船に乗ってアメリカに渡り、その進んだ知見をもと

に、幕臣ながらに坂本龍馬をはじめとする幕府内外の多くの偉人に影響を与えたことで知られていま

す。 

志を同じくする幕臣だった栄一でしたが、実は勝に対して良い感情を持っていませんでした。その

理由は、初対面の際に、栄一の敬意に反してそっけない態度だった勝に憤慨したこともありますが、

そもそも、栄一が敬愛して止まない主君の徳川慶喜と勝のそりが合わず、主従の関係にありながら互

いに腹に一物を抱いていたことが原因だと考えられています。そんな中、慶喜が明治新政府から

処分をうけた際に、勝が慶喜を静岡に押し込め続けて世に出そうとしなかったことで、栄一の印

象は一層悪化します。しかし、長い目でみれば、栄一と勝の想いの進む先は重なっていました。勝もまた、明治の世の中にあって

も徳川家の汚名を晴らすべく奔走した人物だったからです。もっとも勝は、慶喜本人というよりも徳川家の復権を目指していたと

言った方が正確かもしれませんが、栄一は勝の死後、その意志を継ぐ形で慶喜の名誉回復を実現したと言えるのです。 

栄一と勝には一つの共通点があります。それは自らの経験を文書に多く残したことです。勝は軍艦奉行就任時から死の直前まで、

40 年近くも日記を書き続けました。勝の自叙伝『氷川清話』は、幕末・明治維新史としても貴重な史料です。勝は、幕府が倒れて

まだ 30 年しか経過していないのに、明治の世に幕末の歴史が正しく伝わっていないことを憂い、記録を残すことの重要性を説い

ています。栄一もまた、西郷らとの交友を綴った『雨夜譚』のほか、『徳川慶喜公伝』を刊行するなど、自らの言葉を後世に残す

べく努めました。栄一はこうした書物の中で、慶喜こそ明治維新最大の功労者なのだと繰り返し主張しています。栄一は生涯を通

じて折に触れては慶喜について語り、昭和 6（1931）年に 91 歳で死去するまで、主君の名誉回復運動を続けました。 

 江戸幕府が存在した事実を守るべく奮闘した栄一と勝海舟。彼らの真摯な想いは、自ら残した多くの言葉によって今も生き続け

ています。 

勝海舟 (大田区立勝海舟記念館所蔵) 

江戸開城談判 結城素明 (聖徳記念絵画館)
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上野公園 西郷隆盛銅像 
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